
現在･水谷 三アJL･ミミか▲骨菅の境地に見て ･

アルミニウム雷管の爆鳴に就て

相 和 19年 9月 2OET受 創

須 藤 秀 治 ･水 谷 和 寒

(鼠事工費尋円串扱)
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Ⅰ 辞 官

アルミ三五ウキは細粒の場合 2剖シーSCOOCにて覆火空)
Ll,)英の温度は 4,CO)｡C に蓮する｡従ってアルミ;

ユサ ム雷管は堪頚に醸して白熱暖地を生じ,其の昏に

可馳 ガス或は崇塵の倍準を訴恵すると稀せられ 本

邦並にrイツに放ては軽重の危段がある米坑に放ける

使用を漂止してゐろ｡主任者等は昭和 】7年夏よりTか

ミiaサ ム雷管の法規及其の安全度を調べた｡

皿 苛箆及内容乏異にする雷管の境婚長

束 lに示す如く管笹及内容を卦 こする6戟雷管を拭

匠鼓でチッサー F.3.5 レ1/ズにて,オTJェン声ルJ･

イJ<-センシテブJt'･/クt7乾板を使用数多した｡爆施

長は雷管と同一箆に 20cm 矧 こ豆電球を有するラム

ブスケールを患火前に艶影L之と此奴して求めたa

(堤焔の何方の白亜が之であるJ

鈴轟混成雷管の最乾瓢にアルミこユタム瀞を裳萌し

之の爆焔も温影した｡

政の鼓果衷 1中に摘要したが代表鈎を図 1(8,b.C,

a)に示した｡

之によれば鈎管塩の雷管は内容物の如何に拘らず爆

矧主観小である｡

現し申火線により丑火せしめ生起する嘩規を苛通の京
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アルミミュウム管晩の雷管に放ては長大なる爆焔を

生じ恵爆集が窒化錯或は其の混合物である時に韓に大

である｡
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●皿 虫泊の存続時間脚 蛮索火罷想アルミエiサム雷管の恐賂細 時間を燥伽等屑淑に より淘定 した醜 存現時

期は,)oX10-3-日 XJO-3

secで爆焔長は 5与-70ctnである｡

rT 動科整相 管の娼油長旬監査で手近に在る 歯科を袋2の如 く助胡脚火

挺現6
親TJL･王aAウ⊥雷管の敦市に塵布L邦の思協

を皿と持 接の方法で投影慈 伍長を溺定 した｡ (衷
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+ べ･/トナイトに放て長大なる捲也が生L'たのは
屯蛾t
,,
封放しあくなってあたZSと息はれる｡

申ち何かを藷布すれば環境は一般に戒に暗部くなり

だ方向にt増しぐ短小となろ
｡
宇島土を亀有する時は静

と願は勃Lない｡
ll
V可雛ガスに封する曲火世

I)雷管畢現

6-12%のメPyU声を含有すろ事宗中にてアルミ

ミュウ咽葛篭単軌こ糧 魯せしむる時他のがil淵

ど絶て引火する｡
銭ろに衆2.18の
如く雷管に粘土を港宿したろ場合

は可燃性q又に敵しない串を取めた｡
即ち笹者は脚

牡の坂口氏と同一の客捗tを:用ひ 6-9%の′?ンFAO

中に放て希土を1.5mm
発布した朝宇重責火琴宙鼓

製アルミ碍管の亀火性を劫定したが3 岡の婚中絶て

不盗火であった｡
2)坑池沢巨

額軸来火葬6読及びEl寿化串6親アIL･ミミニケム

●
●雷管を求坑用ダイナーイトに帝人して坑道緒を行っ

た
,
その鈷巣は,メタ･/8.8一々.3,..
I
.
汲箆7)一旬ク.I,
温度27-330Cで各約10回の粕で何れも不引火で

あった｡
申ちTんミミュウム筋管には,
之を賀坑用Tイナマ

イトに蕗付する噛ま可燃性ガスに封する亀火性は箆め
られない｡

Ⅶ規矧こ挿入せる場合の場旭

願に筋管を挿入した砂合を判定する烏に衷3の如

+串拭故は文京大串欠損串昇降土谷妖金串に放て垣行した｡
-7イル▲立並色牲富士7イJL･Aと用ひた｡
I)本状点は正方石女槻鼓惣防紳厨に於て血行した｡2)関節拍E]鼓虜は,碇拝啓亀有する内争1501itの中草内に放て拭JBな行ひ女の撤 兵を符てbさ｡

Jタンガス鮫皮(形)15.
8)4.
5]2.4日.Il0.Ii8.56.45.54.
74.
54.44.13.5
鎗



現耳:水谷 Tルミ岩サム筋管の湿地に克て

く願 に内攻は アJt,ミ三ユウ▲雷管を附し程 SSnn 大袋は晩められない｡
の臼砲内で爆壊せしめ生起する爆蟻をⅠと同感の愉陣 文責坑用の脚 に挿入した頓合には著しく役名と

で宵爪に馳した｡-･ なり更に蛾 孔に紬 を幼虫した場合或は爆襲皇位に

兜の鼓弘 接触は鈎雷管もTJL･ミミュウム雷管も ■粘土を垂布した魯合には殆ど矧壬生t:ない｡

衷 3 爆 環.付 雷 管 の 爆 悠 粥 飴 嬢 件
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本研究は接着噂が一如 研究節 (前胡沌 督府)に

在劫中山家先生の稗相可の下に行ったもので,睦延,

染谷,出抱の持野の称援助に負ふ新大である｡叉正方石

柵 防純良乱 文大火積馳 前節韓 素並

びに前脚鮮卿 旨火薬工場の各位に一方ならぬ御援助を

扱いた虫に琵封の丑を轟する衣筋である｡

I).2),3) 妃合成分比夫々下の如くである｡

y/G C/C 碕 態 ヂ ニ トロナ フタ.)ソ 未 替 漁 舟 金 型

(I) 35.0 J.1 56.0 2.0 5.9

(2) 12.0 0.3 細.0 7.7

(3) 75･0 8.0 2.0




